
             調査期間      2024年5月10日（金）～ 5月12日（日）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,360人

　　　　　　　　　　              固定　718人　　　　　　　携帯  1,642人　　　

             回答数（率） 　1,202人（50.9％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　489人（68.1％)　 携帯  713人（43.4％）

　　　　（固定電話調査は能登半島地震で被災した石川県の一部地域の市外局番を除き実施）

(※選択肢読み上げなし)

1． 支持する ･････････ 23.9 ％
2． 支持しない ･････････ 54.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 21.5 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 6.3 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 25.4 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 13.6 ％
4． 実行力があるから ･････････ 6.3 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 44.6 ％
6． その他 ･････････ 0.0 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 3.8 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 48.0 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 6.4 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 9.5 ％
4． 実行力がないから ･････････ 23.5 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 9.3 ％
6． その他 ･････････ 0.9 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 2.4 ％

2024年5月　 政治意識月例電話調査

調査の概要

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=287件）

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。次の５つから１つ選んでください。（N=656件）
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(※選択肢読み上げなし)

1． 自民党 ･････････ 27.5 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 6.6 ％
3． 日本維新の会 ･････････ 4.5 ％
4． 公明党 ･････････ 3.1 ％
5． 共産党 ･････････ 3.0 ％
6． 国民民主党 ･････････ 1.1 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 1.2 ％
8． 社民党 ･････････ 0.7 ％
9． 参政党 ･････････ 0.2 ％

10． その他の政治団体 ･････････ 1.1 ％
11． 特に支持している政党はない ･････････ 44.3 ％
12． わからない、無回答 ･････････ 6.7 ％

1． 大いに評価する ･････････ 1.7 ％
2． ある程度評価する ･････････ 13.2 ％
3． あまり評価しない ･････････ 38.4 ％
4． まったく評価しない ･････････ 38.9 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.8 ％

1． 大いに期待している ･････････ 6.4 ％
2． ある程度期待している ･････････ 29.1 ％
3． あまり期待していない ･････････ 38.3 ％
4． まったく期待していない ･････････ 19.7 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.5 ％

1． 大いに発揮している ･････････ 2.2 ％
2． ある程度発揮している ･････････ 17.2 ％
3． あまり発揮していない ･････････ 40.8 ％
4． まったく発揮していない ･････････ 33.4 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.4 ％

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
政治資金規正法の改正をめぐり、自民・公明両党は与党案の概要をまとめました。「政策活動費」は、
議員からの報告に基づき、党が、金額などを収支報告書に記載することなどを盛り込む一方、パー
ティー券の購入者などを公開する基準については、結論を先送りしました。あなたは、これを評価しま
すか。評価しませんか。次の４つから１つ選んでください。

問４
あなたは、政治資金規正法の改正をめぐる与野党の議論が、政治とカネの問題の再発防止につながる
ことを、期待していますか。期待していませんか。次の４つから１つ選んでください。

問５
あなたは、政治とカネの問題への対応で、岸田総理大臣が指導力を発揮していると思いますか。思い
ませんか。次の４つから１つ選んでください。
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1． 大いにある ･････････ 1.6 ％
2． ある程度ある ･････････ 12.5 ％
3． あまりない ･････････ 38.9 ％
4． まったくない ･････････ 41.1 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.0 ％

1． 大いに期待する ･････････ 7.3 ％
2． ある程度期待する ･････････ 24.2 ％
3． あまり期待しない ･････････ 37.9 ％
4． まったく期待しない ･････････ 24.1 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.4 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． つながる ･････････ 33.6 ％
2． つながらない ･････････ 50.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 15.8 ％

1． とても気を配っている ･････････ 15.7 ％
2． ある程度気を配っている ･････････ 49.6 ％
3． あまり気を配っていない ･････････ 19.9 ％
4． まったく気を配っていない ･････････ 9.1 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.7 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 進める必要がある ･････････ 60.1 ％
2． 進める必要はない ･････････ 24.5 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 15.3 ％

1． 今の国会の会期末 ･････････ 20.3 ％
2． 年内 ･････････ 27.9 ％
3． 来年の早い時期 ･････････ 11.3 ％
4． 来年１０月の任期満了近く ･････････ 24.3 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 16.2 ％

問６
あなたは、現在、景気がよくなっている実感がありますか。ありませんか。次の４つから１つ選んでくださ
い。

問７
岸田総理大臣は、来月から、所得税などを１人あたり４万円減税し、ことし中に、物価上昇を上回る所得
を、必ず実現するとしています。この実現を期待しますか。期待しませんか。次の４つから１つ選んでく
ださい。

問８
日本と中国、韓国の３か国は、２０１９年以来の首脳会議を、今月下旬に開く方向です。これが、アジア
地域の平和と安定に、つながると思いますか。つながらないと思いますか。

問９
新型コロナウイルスが、感染症法上の５類に移行して、１年がたちました。あなたは、今、感染対策に、
どの程度気を配っていますか。次の４つから１つ選んでください。

問１０
あなたは、国会で、憲法改正に向けた議論を、進める必要があると思いますか。進める必要はないと思
いますか。

問１１
あなたは、衆議院の解散・総選挙を、いつ行うべきだと思いますか。次の４つから１つ選んでください。
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1． 男性 ･････････ 53.9 ％
2． 女性 ･････････ 46.1 ％

1． 18・19歳 ･････････ 1.7 ％
2． 20～29歳 ･････････ 5.0 ％
3． 30～39歳 ･････････ 7.7 ％
4． 40～49歳 ･････････ 11.9 ％
5． 50～59歳 ･････････ 15.7 ％
6． 60～69歳 ･････････ 15.4 ％
7． 70～79歳 ･････････ 21.9 ％
8． 80歳以上 ･････････ 14.2 ％
9． 無回答 ･････････ 6.5 ％

1． 農林漁業 ･････････ 3.7 ％
2． 自営業 ･････････ 9.7 ％
3． 勤め人 ･････････ 36.5 ％
4． 主婦（夫）・パート ･････････ 13.6 ％
5． 無職 ･････････ 27.6 ％
6． 学生 ･････････ 2.4 ％
7． その他、無回答 ･････････ 6.3 ％

1． 北海道 ･････････ 4.5 ％
2． 東北 ･････････ 6.1 ％
3． 北関東 ･････････ 9.7 ％
4． 南関東 ･････････ 11.6 ％
5． 東京 ･････････ 10.5 ％
6． 北陸信越 ･････････ 5.9 ％
7． 東海 ･････････ 11.2 ％
8． 近畿 ･････････ 16.4 ％
9． 中国 ･････････ 6.2 ％

10． 四国 ･････････ 2.2 ％
11． 九州 ･････････ 11.9 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 3.8 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 20.5 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 18.4 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 24.1 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 13.6 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 13.6 ％
6． 無回答 ･････････ 9.7 ％

年層

職業

地域

都市規模

性別
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